
（別紙４）

○事業所名 児童発達支援　TODAY is New Life

○保護者評価実施期間 2026年　2月　1日 ～ 2026年　2月　28日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） （回答者数）

○従業者評価実施期間 2026年　2月　1日 ～ 2026年　2月　28日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 3 （回答者数） 1

○訪問先施設評価実施期間 2026年　2月　20日

○訪問先施設評価有効回答数 （対象数） （回答数）

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月　15日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

お子様の特性を理解した経験豊かな保育士が訪問を
行っている。

経験豊かな保育士と経験の浅い訪問支援員が2人体制で
園訪問を行っている。

同法人に保育所等訪問事業所の事業所があるので、ス
タッフ間で良い支援について情報共有を行う。

2

同じ建物内に放課後等デイサービスの事業所があ
る。

併設する放課後等デイサービスとの間で対象児に関
する情報が共有されている。

3

2人体制で訪問を行うことで、違う視点からお子様の様
子を観察して、より良い支援に繋げることが出来てい
る。

マニュアルを整備する。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

相談支援事業所・医療機関等との連携がまだできて
いない。

研修の実施ができていない。
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